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日本酒造組合中央会は、酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律（昭和 28 年 2 月 28 日法

律第 7 号、最終改正平成 18 年法律第 10 号。以下、｢組合法｣という。）に基づき、酒税の保全及び

酒類業の取引の安定を図ることを目的として設立しました。 

 また、会員同士の緊密な連絡による親和と、相互の協調する精神に基づき、酒税の円滑な納税

を促進し、酒類業界の安定と健全な進捗、発展のために必要な事業を行い、自主的、且つ、自由

公正な事業活動の振興を期すると共に、酒税の保全に協力し、共同の利益の増進を図ることを目

的としています。 

平成 24 年 8 月 1 日現在

名称 
日本酒造組合中央会（Japan Sake and Shochu Makers Association）  

会長 篠原成行 

住所 
〒105-0003 

東京都港区西新橋 1-1-21 日本酒造会館 7 階 

電話番号 
TEL：03-3501-0101（代表） 

FAX：03-3501-6018 

ホームページ http://www.japansake.or.jp 

設立年月 昭和 28 年 12 月 

会員数 47 都道府県単位の酒造組合（40）及び酒造組合連合会（7） 

地区 全国一円 

組合員数 1,848（清酒 1,562、単式蒸留焼酎 274、みりん二種 12） 

事業年度 4 月 1 日～3 月 31 日 

役員 

（平成 24 年 8 月 1 日現在） 

(1) 人数  29 名 

（会長理事 1 名、副会長理事 5 名、常務理事 1 名、理事 18 名、監事 4 名）

(2) 任期  2 年（翌々年の通常総会まで） 
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しょうちゅうの国別輸出状況(平成25年）

中華人民共和国

アメリカ合衆国

香港

タイ

マレーシア

ベトナム

シンガポール

大韓民国

台湾

フィリピン

その他
香港

アメリカ合衆国

大韓民国

タイ

シンガポール

マレーシア

ベトナム

中華人民共和国

香港

アメリカ合衆国

大韓民国

タイ

シンガポール

マレーシア

ベトナム

財務省貿易統計より

全体１７億円
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かごしま本格焼酎の産業振興と焼酎文化でおもてなし県民条例

蒸留酒である本格焼酎は，醸造酒である清酒と並び，日本を代表する伝統的な酒である。

温暖な本県では，醸造酒の製造は不向きであったことから，蒸留酒である焼酎が製造されて

おり，16世紀のザビエルの関連記録や伊佐市の郡山八幡神社の落書きから，本県の焼酎の歴史

は500年遡ると言われている。

このような背景から，本県では，焼酎と相性の良い郷土料理が生み出され，その日の疲れを

癒やす晩酌の習慣や伝統工芸品である酒器の製造など，焼酎と密接な関係を持つ，焼酎文化と

もいうべき郷土の伝統文化が受け継がれてきている。

現在，本格焼酎は，本県の特産品であり，出荷額は本県製造品の上位にあるとともに，製造

業者が全県的に分布しており，農業，酒販業，料飲業等関連産業の業種も多く，本格焼酎の製

造及び販売等に関する産業は本県の主要産業となっている。また，本県の農産物を原料として，

本県において製造され，及び販売されている焼酎については，これらの一連の事業が１次産業，

２次産業及び３次産業全てに関連していることから，農商工等連携のモデルとして位置付けら

れる。

本格焼酎の出荷量は，首都圏を中心とした本格焼酎ブームの後，減少が続いた。そのため，

国内外を含めた販路拡大，「薩摩焼酎」・「奄美黒糖焼酎」の認知度向上，県内産焼酎原料用

さつまいもの安定的な確保，製造技術の向上，人材の育成・確保などを行うことが必要となっ

てきている。

一方，本県は，観光立県を目指しており，郷土の魅力の発信の一つとして，県外客等に対す

る，本格焼酎による乾杯，鹿児島の郷土料理，伝統工芸品である酒器等の「焼酎文化」による

おもてなしに努める必要がある。また，健康に配慮した焼酎の飲み方や料理の提案は，県外客

等にとって大きな魅力となることから，旅館・ホテル業や料飲業など食品提供を行う者は，本

格焼酎に合う地元産品を活用した料理を開発し，提供することが求められる。

このような中，これらの取組を促進するためには，製造業者，関連産業事業者等をはじめ，

県民も「焼酎文化」への理解を深めていく必要がある。

ここに，本格焼酎の製造，販売等に関する産業の振興を県政の重要課題と位置付け，本格焼

酎の製造業及び関連産業の振興を図るため，この条例を制定する。

（目的）

第１条 この条例は，本格焼酎（酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律施行規則（昭和28

年大蔵省令第11号）第11条の５に規定する本格しようちゆうのうち，本県内で製造されるも

のをいう。以下同じ。）の製造業及び販売，原料の生産その他の関連する産業（以下「関連

産業」という。）の振興に関し，基本理念を定め，県，本格焼酎の製造に関する事業を行う

者（以下「製造業者」という。）等の役割等を明らかにすることにより，これらの産業の更

なる振興及び本格焼酎に関連する郷土の伝統文化（以下「焼酎文化」という。）への理解の

促進を図り，もって地域経済の健全な発展及び県民生活の向上に寄与することを目的とする。
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（基本理念）

第２条 本格焼酎の製造業及び関連産業の振興は，これらを行う者の創意工夫及び自主的な努

力を基本として図られなければならない。

２ 本格焼酎の製造業及び関連産業の振興は，当該振興が地域経済の発展に貢献するものであ

るという基本的な認識の下に図られなければならない。

３ 本格焼酎の製造業及び関連産業の振興は，本格焼酎の普及及び販路拡大，焼酎文化への理

解及び焼酎文化によるおもてなしの促進，原料の安定的な確保，製造技術の向上並びに製造

業及び関連産業を担う人材の育成及び確保を旨として図られなければならない。

４ 本格焼酎の製造業及び関連産業の振興は，県，製造業者及び関連産業の事業者並びにこれ

らの者により構成される団体（以下「関係団体」という。）等がそれぞれの役割等を果たす

とともに，相互に連携することを旨として図られなければならない。

（県の役割）

第３条 県は，前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり，製造業者，

関連産業の事業者及び関係団体が相互に連携して本格焼酎の製造業及び関連産業の振興が図

られるよう，必要な支援に努めるものとする。

（製造業者等の役割）

第４条 製造業者及び製造業者が構成する団体（以下「製造業者等」という。）は，基本理念

にのっとり，本格焼酎の製造業及び関連産業の振興に取り組むよう努めるものとする。

２ 製造業者が構成する団体は，前項の取組の推進に当たっては，県，製造業者並びに関連産

業の事業者及び関連産業の事業者が構成する団体（以下「関連産業事業者等」という。）と

連携を図り，一体的な取組を計画的に実施するよう努めるものとする。

（関連産業事業者等の役割）

第５条 関連産業事業者等は，基本理念にのっとり，本格焼酎の製造業及び関連産業の振興に

取り組むとともに，県及び製造業者等が行う取組に協力するよう努めるものとする。

（大学及び研究機関の役割）

第６条 焼酎の製造技術等の研究を行う大学及び研究機関は，基本理念にのっとり，研究及び

人材の育成を通じて，本格焼酎の製造業及び関連産業の振興への協力並びに焼酎文化への理

解を深めるための普及啓発に努めるものとする。

（県民の理解）

第７条 県民は，本格焼酎及び焼酎文化について理解を深めるとともに，県外客等に対する焼

酎文化によるおもてなしに努めるものとする。

（個人のし好等の尊重）

第８条 県，製造業者等，関連産業事業者等及び県民は，この条例に規定する取組等を行うに

当たっては，個人のし好及び意思を尊重するものとする。

附 則

この条例は，平成26年１月１日から施行する。
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